
 

 

 

 

 

節目の時期 

                                                                    校長 牧野 正 

１年生のスキー教室が１月下旬に行われました。期間中は天候に恵まれ、汗をかくほどの陽気だっ

たようです。さらに良かったのは参加した生徒たちがケガや体調をくずすことなく、３日間の行程を仲

間たちと過ごすことができたことです。スキー教室当日に合わせ、ご家庭での体調管理、荷物準備等、

保護者の皆様には大変お世話になりました。ありがとうございました。 

スキー教室が終わると、学校は一気に「節目」の時期に入りました。「節目」とは、木材・竹などの節

のある部分を示します。そこから派生して、「人生の節目」というように、「物事の区切り目」を表す言葉

として使われるようになったそうです。また、竹は成長が早い植物としても知られています。竹には節ご

とに細胞が分裂して成長する成長点と呼ばれる部分があります。一般の樹木だと成長点は根や茎の

先端にしかありません。ところが竹はすべての節に成長点があるため、仮に節が３０個あってそれぞれ

の成長点が１日に１ｃｍずつ伸びれば、稈（かん:樹木の幹に当たる部分）は１日で一気に３０ｃｍ成長

することになります。 

節目、成長の早さ・・・、何か中学校生活とあてはまることが多いように感じます。例えば、３年生たち

は１月下旬から入試が本格的に始まりました。たくさんの時間と多くの方々にアドバイスをいただきな

がら、自身の進路先を考えてきました。入試という機会は中学から新しい進路先に切り替えるための

ステップ、「節目」だと思います。また、２月１９日には新入生説明会が実施されました。４月に入学予定

である小学６年生の皆さんとその保護者の方々へ、中学校生活の説明や部活動見学などが行われま

した。この説明会も小学生から中学生になるための「節目」につながる行事だと思います。そして、３月

１４日に予定されている卒業証書授与式。この式典は中学校生活だけではなく義務教育９か年の終

わりに行われる式典であり、そして自身が選択した進路に向かっていく区切りとしての「終わり」と、次

の生活への出発という「始まり」の意味を持ちます。そのようななかで自分の成長に誇りを持ち、支援

して下さった保護者、地域の方々、先生方へ感謝と将来への決意を表す機会でもあります。 

「節目」を大事にすることは自分自身の人生を大切にすることにつながっていくと思います。「節目」

をただの通過点ではなく、「切り替え」のタイミングであることも今後の学校生活を通し、体験的に学

ばせていきたいと考えています。 

少しずつですが、暖かさを感じる日が増え、校内の木々にも新しい芽が見られるようになってきまし

た。確実に時間は進み、植物たちも新しいステップに進んでいます。まるで、節目の日を間近に控えた

卒業生たちや、新しい学年に進級する在校生たちにエールを送ってくれているようにも感じます。 

地域、保護者の皆様、今年度も大変お世話になりました。次年度もよろしくお願い申し上げます。  

 

日 月 火 水 木 金 土 
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 学年末再試 

埼玉県公立追

検査 

SC来校 

３年生きる教
育講演会 
千葉県公立発
表 

ノー部活動デー なし日程 
専門委員会 
埼玉県公立発
表 

  

9 10 11 12 13 14 15 
  中央委員会 

なし日程 
ノー部活動デー 
卒業式予行 
結ぶ会 

３年給食終了 
5,6 卒業式準
備  

卒業証書授与
式 

 

16 17 18 19 20 21 22 
 SC来校 １年保護者会 

5時間授業 
ノー部活動デー 
給食終了 
２年保護者会 
５時間授業 

春分の日 
 

３時間授業  

23 24 25 26 27 28 29 
 ３時間授業 ３時間授業 

集会・学活・大
掃除 

修了式 
ノー部活動デー 

学年末休業日 
（～3/31） 

  

30 31 4/1 2 3 4 5 
 辞令交付式 

先生方とお別
れの会（任意） 

春季休業日 
（～4/7） 

    

6 7 8 9 10 11 12 
 準備登校 

8:20~ 
始業式 
入学式 
（9:35~11:00） 

ノー部活動デー 
なし日程 
45 分×4 時間
授業 
発育測定・  
教科書配布・ 
避難訓練 

なし日程 
45 分×4 時間
授業 
新入生歓迎会 
オリエンテー
ション 

なし日程 

45 分×3 時間

授業 

 

 

13 14 15 16 17 18 19 
 給食開始 

4時間授業 
全国学調３年

CBT 

専門委員会 ノー部活動デー 
なし日程 
全校保護者会 
5時間授業 

全国学力・学習状況

調査 テスト日程 

生徒証写真撮影 

  

20 21 22 23 24 25 26 
 A時間割開始 総合健診１年 ノー部活動デー 

ふれあいデー 

安全点検日 

中央委員会   

27 28 29 30 5/1 2 3 
 生徒朝会 

51234授業 
昭和の日 ノー部活動デー 

テスト日程 

埼玉県学力・学習

状況調査(1年) 

埼玉県学力・学習

状況調査(2年) 
埼玉県学力・学習

状況調査(3年) 
 

       
３年生の給食終了日は３月１３日（木）です。 
４月の予定は、今後決まってくるものもあります。予めご了承ください。 

令和 7 年 3月日 第 12 号 生徒数 1 年 166名 2年 147名 3年 161 名 計 474 名 
 
名 



JOCオリンピック教室（２年生） 
２月１３日・１４日の２間、２年生を対象に、JOC オリンピック教室を行いました。オリンピック教室の

授業では、教師役のオリンピアンが、オリンピック大会出場に至るまで、あるいは、実際にオリンピック

大会に出場して得た貴重な経験等をとおして、「エクセレンス」、「フレンドシップ」、「リスペクト」「努

力から得られる喜び」、「フェアプレー」、「他者への敬意」といったオリンピックの価値等を伝えてい

ました。それはこれらの価値が、多くの人々が共有し日常生活にも活かすことのできるものであると

いうこと、さらにこのような考え方があるからこそ、オリンピックに価値があるということを生徒が学ん

でほしいという思いがあるからです。 

１３日は１組と４組を対象に、２００６年のトリノ五輪に出場したスノーボードの鶴岡 健太郎 氏を、

１４日は２組と３組を対象に、２０１２年のロンドン五輪に出場した陸上競技長距離走の吉川 美香 

氏を講師として招聘して、体育館で実際に体を動かす授業と教室でオリンピックをとおして人間性

を高める授業を行ってくださいました。 

生徒ははじめ緊張していたようですが、オリンピアンの方々の授業を受けているうちに、表情もほ

ぐれ、楽しそうに体を動かしたり、仲間と協働しながら、オリンピックの価値について考えたことを発

表したりしました。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新入生説明会 
２月１９日（水）新入生説明会を行いました。多くの児童が元気よく「こんにちは」とあいさつをしてくれ

ました。また、説明会が始まると、静まり返り、教職員や、先輩の話を真剣に聞いていました。 

 中学校と小学校では大きく違うところがあります。例えば、制服を着用しての登校や、教科担任制、中間

テストや期末テストなどの定期テストの実施、部活動など、小学校ではなかったものに対して、楽しみな気

持ち半分、不安な気持ち半分という児童の皆さんも多いのではないでしょうか。不安な気持ちがあるの

に「頑張らなきゃ！」と無理をする必要はありません。困っていること、不安なことがあったら、近くの先生や、

先輩に聞いてみてください。きっと多くの人が親身にアドバイスをしてくれると思います。 

 皆さんとの新しい生活、今から楽しみにしています。 

 

 

 

 

３年生は今 
 ２月の末に、埼玉県の公立高校の入試が行われました。３年生は現在、卒業に向けての準備に取り掛

かっています。学校行事や部活動で下級生から「憧れの存在」として輝いていた３年生。卒業式ではきっ

と良き伝統を引き継ぎ、立派に巣立っていく姿を、多くの方々に見せてくれることと思います。 

 ３年生の皆さん、今まで学校の顔として学校を引っ張ってくれて、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

本校の読書活動 先生方のおすすめの本  

１、『怒らないこと』  アルボムッレ スマナサーラ    

― 

 

 

 

 

 

 

 

 

この本は、お釈迦様の教えをわかりやすく説いた本です。 
宗教のお話というと、身構えてしまう人もいるかもしれませ

んが、仏教に限らず、世界の歴史上で人々の心に灯りをともし、
勇気を与え続けた人々の話や教えは、現代社会を生きる私たち
にも何かしらの気づきを与えてくれるものと思います。 
この本のタイトルは「怒らないこと」ですが、これは、決して

「怒らない方が人間関係がうまくいくから、いいですよ。」とい
った処世術を語った本ではありません。人間にとって、「怒り」
がいかに毒であるかを根本から書かれている本です。 
心の内にある「怒り」とどう向き合えばよいか、大きなヒント

になる一冊です。 


